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(57)【要約】
油脂性および焼き付き汚れの改良された除去特性を有する軽質液体洗剤組成物が開示され
、該軽質液体洗剤組成物は、ある記載された脂肪族アミン誘導体のうち少なくとも１と、
Ｃ６～Ｃ２２のアルキル基を有するアルキルベンゼンスルホン酸塩を含んでいるアニオン
性界面活性剤配合物とを含んでいる。軽質液体洗剤組成物の調製方法および使用方法も開
示される。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）Ｃ６～Ｃ２２のアルキル基を有するアルキルベンゼンスルホン酸塩を含んでいるア
ニオン性基本界面活性剤配合物約５重量％～約５０重量％、および
　（ｂ）

およびこれらの混合物
（ここで、Ｒ１はＣ６～Ｃ２２の、直鎖若しくは分岐の、飽和若しくは不飽和のアルキル
であり；Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、およびＲ６はそれぞれ水素、メチル、ヒドロキシエチ
ル、ヒドロキシプロピルか、あるいはアルキルのいずれかであり；またはＲ２およびＲ３

、若しくはＲ４およびＲ５は窒素とともに６員までの複素環を形成し；またはＲ２および
Ｒ３、若しくはＲ４およびＲ５は一緒になって－ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２－基を形成
し；Ｒ７はＣ５～Ｃ２１の、直鎖若しくは分岐の、飽和若しくは不飽和のアルキルであり
；Ｒ８は水素若しくはメチルであり；ｗ、ｘ、およびｙはそれぞれ２～６の整数であり；
ｚは１～３０の整数であり；ｕは１以上の整数であり；並びにｖは２以上の整数である。
）
からなる群から選択された少なくとも１の脂肪族アミン誘導体
を含んでいる軽質液体洗剤組成物。
【請求項２】
ベタイン、アルカノールアミド、アミンオキシド、アルキルポリグルコシド、脂肪酸グル
カミド、脂肪族アルカノールアミドおよびこれらの混合物からなる群から選択された少な
くとも１の二次界面活性剤をさらに含んでいる、請求項１の組成物。
【請求項３】
脂肪族アミン誘導体が約０．１重量％～約１０重量％に等しい量で存在する、請求項１の
組成物。
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【請求項４】
脂肪族アミン誘導体が約０．１重量％～約５重量％に等しい量で存在する、請求項３の組
成物。
【請求項５】
脂肪族アミン誘導体が約０．１重量％～約２重量％に等しい量で存在する、請求項４の組
成物。
【請求項６】
アルキルベンゼンスルホン酸塩がドデシルベンゼンスルホン酸塩である、請求項１の組成
物。
【請求項７】
ドデシルベンゼンスルホン酸塩が、該組成物の約７重量％～約３０重量％に等しい量で存
在する、請求項６の組成物。
【請求項８】
ドデシルベンゼンスルホン酸塩が、該組成物の約１５重量％～約３０重量％に等しい量で
存在する、請求項７の組成物。
【請求項９】
アニオン性界面活性剤基本配合物が、オレフィンスルホン酸塩、パラフィンスルホン酸塩
、第二級アルカンスルホン酸塩、脂肪族アルコール硫酸塩およびこれらの混合物からなる
群から選択された少なくとも１の追加のアニオン性界面活性剤をさらに含んでいる、請求
項１の組成物。
【請求項１０】
ｐＨ５～１１を有する、請求項１の組成物。
【請求項１１】
ｐＨ７．５～９．５を有する、請求項１の組成物。
【請求項１２】
マグネシウムイオンまたはカルシウムイオンをさらに含んでいる、請求項１の組成物。
【請求項１３】
マグネシウムイオン約０．２５％未満を含んでいる、請求項１２の組成物。
【請求項１４】
少なくとも１のヒドロトロープをさらに含んでいる、請求項１の組成物。
【請求項１５】
少なくとも１の泡安定剤をさらに含んでいる、請求項１の組成物。
【請求項１６】
少なくとも１の緩衝剤をさらに含んでいる、請求項１の組成物。
【請求項１７】
少なくとも１の中和剤をさらに含んでいる、請求項１の組成物。
【請求項１８】
染料、保存剤、芳香剤、フィラー、キレート剤、可溶化剤、抗刺激剤、防汚ポリマー、分
散剤、増粘剤、殺菌剤、抗真菌剤、明色化剤、酵素、研磨剤、および防錆剤からなる群か
ら選択された少なくとも１の助剤をさらに含んでいる、請求項１の組成物。
【請求項１９】
アニオン性界面活性剤基本配合物が、実質的にエーテル硫酸塩を含まない、請求項１の組
成物。
【請求項２０】
（ａ）ドデシルベンゼンスルホン酸約１５重量％未満、および
　（ｂ）
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およびこれらの混合物
（ここで、Ｒ１はＣ６～Ｃ２２の、直鎖若しくは分岐の、飽和若しくは不飽和のアルキル
であり；Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、およびＲ６はそれぞれ水素、メチル、ヒドロキシエチ
ル、ヒドロキシプロピルか、あるいはアルキルのいずれかであり；またはＲ２およびＲ３

、若しくはＲ４およびＲ５は窒素とともに６員までの複素環を形成し；またはＲ２および
Ｒ３、若しくはＲ４およびＲ５は一緒になって－ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２－基を形成
し；Ｒ７はＣ５～Ｃ２１の、直鎖若しくは分岐の、飽和若しくは不飽和のアルキルであり
；Ｒ８は水素若しくはメチルであり；ｗ、ｘ、およびｙはそれぞれ２～６の整数であり；
ｚは１～３０の整数であり；ｕは１以上の整数であり；並びにｖは２以上の整数である。
）
からなる群から選択された少なくとも１の脂肪族アミン誘導体
を含んでいる軽質液体洗剤組成物。
【請求項２１】
脂肪族アミン誘導体が約０．１重量％～約１０重量％に等しい量で存在する、請求項２０
の組成物。
【請求項２２】
脂肪族アミン誘導体が約０．１重量％～約５重量％に等しい量で存在する、請求項２１の
組成物。
【請求項２３】
脂肪族アミン誘導体が約０．１重量％～約２重量％に等しい量で存在する、請求項２２の
組成物。
【請求項２４】
ドデシルベンゼンスルホン酸が、該組成物の約７重量％～約１５重量％に等しい量で存在
する、請求項２０の組成物。
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【請求項２５】
マグネシウムイオン約０．２５％未満をさらに含んでいる、請求項２０の組成物。
【請求項２６】
アニオン性界面活性剤基本配合物が、実質的にエーテル硫酸塩を含まない、請求項２０の
組成物。
【請求項２７】
（ａ）請求項１に従う軽質液体洗剤組成物の有効な量を硬質表面に施与すること、
　（ｂ）該軽質液体洗剤組成物が汚れを落ち易くすることを許すこと、および
　（ｃ）該硬質表面をすすいで、落ち易くされた汚れおよび該軽質液体洗剤組成物の在り
うる残留量を除去すること
を含む、硬質表面から汚れを除去する方法。
【請求項２８】
（ａ）請求項１に従う組成物の、洗浄に有効な量が、布、スポンジまたは同様の洗浄具上
へと吸収され、そして
　（ｂ）該布、スポンジまたは同様の洗浄具が、汚れた１または複数の物品の表面に接触
される、
汚れた１または複数の物品を洗う方法。
【請求項２９】
汚れた１または複数の物品が水でそそがれる段階（ｃ）をさらに含む、請求項２８に従う
汚れた物品を洗う方法。
【請求項３０】
請求項１に従う組成物の、洗浄に有効な量が水で希釈されて、希釈溶液が形成され、汚れ
た１または複数の物品が該希釈溶液中に浸漬されそして該汚れた物品のそれぞれの表面が
布、スポンジまたは同様の洗浄具に接触されることによって洗浄される、該汚れた１また
は複数の物品を洗う方法。
【請求項３１】
請求項１に従う組成物の、洗浄に有効な量が水で希釈されて、希釈溶液が形成され、布、
スポンジまたは同様の洗浄具が最初に該希釈溶液中に浸漬され、そして次に該布、スポン
ジまたは同様の洗浄具が汚れた１または複数の物品の表面と接触される、該汚れた１また
は複数の物品を洗う方法。
【請求項３２】
（ａ）少なくとも１の中和剤を水に添加して、溶液を形成すること、
　（ｂ）Ｃ６～Ｃ２２のアルキル基を有するアルキルベンゼンスルホン酸を溶液（ａ）に
添加すること、
　（ｃ）任意的に、マグネシウムイオン、カルシウムイオン、ヒドロトロープ、二次的界
面活性剤、泡安定剤、緩衝剤、染料、保存剤、芳香剤、フィラー、キレート剤、可溶化剤
、抗刺激剤、防汚ポリマー、分散剤、増粘剤、殺菌剤、抗真菌剤、明色化剤、酵素、研磨
剤、および防錆剤からなる群から選択された１以上の追加の成分を溶液（ｂ）に添加する
こと、および
　（ｄ）
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およびこれらの混合物
（ここで、Ｒ１はＣ６～Ｃ２２の、直鎖若しくは分岐の、飽和若しくは不飽和のアルキル
であり；Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、およびＲ６はそれぞれ水素、メチル、ヒドロキシエチ
ル、ヒドロキシプロピル、若しくはアルキルのいずれかであり；またはＲ２およびＲ３、
若しくはＲ４およびＲ５は窒素とともに６員までの複素環を形成し；またはＲ２およびＲ
３、若しくはＲ４およびＲ５は一緒になって－ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２－基を形成し
；Ｒ７はＣ５～Ｃ２１の、直鎖若しくは分岐の、飽和若しくは不飽和のアルキルであり；
Ｒ８は水素若しくはメチルであり；ｗ、ｘ、およびｙはそれぞれ２～６の整数であり；ｚ
は１～３０の整数であり；ｕは１以上の整数であり；並びにｖは２以上の整数である。）
からなる群から選択された少なくとも１の脂肪族アミン誘導体を溶液（ｃ）に添加するこ
と
の段階を含む軽質液体洗剤組成物の調製方法。
【請求項３３】
１以上の粘度調整剤または組成物のｐＨを調整するための緩衝剤を添加することをさらに
含む、請求項３２に従う方法。
【請求項３４】
請求項３２に従う方法によって製造された軽質液体洗剤組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、軽質（ライトデューティ、light　duty）液体洗剤組成物、軽質液体洗剤組成
物の調製方法、並びに当該組成物の使用方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
自動食器洗い機の人気および便利さにもかかわらず、手による食器洗いは多数の消費者の
間で普通の活動であり続けている。軽質液体洗剤（「ＬＤＬＤ」または「ＬＤＬ」とも呼
ばれる。）は、典型的には台所用具、取り皿、盛り皿、銀製食卓食器類、深鍋／平鍋、お
よびその他の汚れた調理用品の手による食器洗いに使用される。軽質液体洗剤は、繊細な
織物を手によって洗浄するのに、並びに自動車の外側および多くの家屋硬質表面、たとえ
ば床、塗装された木造部、洗える壁紙および調理台の洗浄に普通に使用される。
【０００３】
一般に、ＬＤＬ組成物は油脂除去特性のみならず、高い起泡特性をも示すことが望ましい
。というのは、消費者は一般に後者をそのＬＤＬの洗浄性能と誤って結び付けるからであ
る。また、ＬＤＬ組成物は普通、洗浄されるべき表面のみならず、洗浄している人の皮膚
とも接触するだろうから、ＬＤＬは人の皮膚に温和で、かつ不乾性であることも望ましい
。
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【０００４】
ＬＤＬ組成物は、典型的には液状界面活性剤の混合物を含んでいる。多くの商業的に入手
できるＬＤＬ組成物は、該ＬＤＬ組成物の中で主要な洗浄成分（または基本界面活性剤配
合物）として機能する１以上のアニオン性界面活性剤を含んでいる。特に、アルキルベン
ゼンスルホン酸は有効な脱脂剤であり、（硬水中を除いて）良好な泡の外形を有し、ｐＨ
耐性があり、かつ低コストであるので広範に使用される。アミンが、アルカリ性の源とし
てＬＤＬ組成物中に普通に使用されている。油汚れの軟水中での適切な洗浄を確保するた
めに、多くのＬＤＬ組成物はさらに、二価イオン、たとえばＭｇおよびＣａを含んでいる
。しかし、このようなイオンの使用はＬＤＬの安定性に望ましくない効果を及ぼしかねず
、該ＬＤＬからの当該イオンの望ましくない沈降をもたらすことがある。
【０００５】
有機塩基、亜鉛塩および錯化剤をＬＤＬ組成物に使用して、アルミニウム器具の前処理を
許して、このような器具の付随した変色を殆どまたは全く起こさない方法を、米国特許第
４９９２２１２号は教示する。
【０００６】
アルキルアルコキシル化サルフェートおよび／またはアルキルサルフェート並びに特定の
第一級アミンおよび／または第三級アミンを含んでいる、主に布地のクリーニングに使用
される洗剤組成物を、米国特許第５９８１４６６号は記載する。
【０００７】
また、低分子量ジアミンを含んでいる、食器手洗い洗剤を、米国特許第５９９００６５号
は記載する。しかし、この発明はマグネシウムおよび／またはカルシウムの添加を要求し
、これはより低度に安定な配合物をもたらす。米国特許第６０６９１２２号も、低分子量
ジアミンを含んでいる、食器手洗い洗剤を記載する。
【０００８】
しかし、本明細書に記載された群から選択された１以上の脂肪族アミン誘導体およびアニ
オン性基本界面活性剤配合物約５重量％～約５０重量％を含んでいるＬＤＬ組成物であっ
て、該アニオン性基本界面活性剤配合物がＣ６～Ｃ２２のアルキル基を有するアルキルベ
ンゼンスルホン酸塩を含んでいるものを、上の特許のいずれも開示していない。さらに、
上で検討された従来技術のＬＤＬ組成物の多くは、９～１１、時にはそれ以上のｐＨを有
し、人の皮膚に刺激性でありうる範囲である。
【特許文献１】米国特許第４９９２２１２号公報
【特許文献２】米国特許第５９８１４６６号公報
【特許文献３】米国特許第５９９００６５号公報
【特許文献４】米国特許第６０６９１２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
したがって、焼き付いた油脂性汚れの改良された除去を提供することができる、費用効果
の高いＬＤＬ組成物の必要性が存在し続けている。焼き付いた油脂性汚れに有効であり、
それでいて良好な起泡特性を維持し、かつ人の皮膚に温和なｐＨ範囲にあるＬＤＬ組成物
のさらなる必要性が存在する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
より詳細に本明細書に記載された、あるアニオン性基本界面活性剤配合物と併用してある
脂肪族アミン誘導体を使用することは、一方で依然として望ましい起泡性、粘度または温
和さの特性を維持しながら、従来技術のＬＤＬ組成物と比較されたときに改良された洗浄
特性をもたらすことが、今思いがけず発見された。
【発明の効果】
【００１１】
本発明の改良された洗浄能力の故に、一方で依然として従来技術のＬＤＬ組成物と同じ洗
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浄のレベルを維持しながら、本明細書に記載されたＬＤＬ組成物中の全界面活性剤含有量
を低減して、製造費用の有意な節減をもたらすことも可能である。
【００１２】
さらに、本発明のＬＤＬ組成物の強い洗浄特性は、洗浄能力への有害な効果なしにＭｇ／
Ｃａイオンの低減または排除を許す。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
より特には、本発明は、
　（ａ）Ｃ６～Ｃ２２のアルキル基を有するアルキルベンゼンスルホン酸塩を含んでいる
アニオン性基本界面活性剤配合物約５重量％～約５０重量％、および
　（ｂ）

およびこれらの混合物
（ここで、Ｒ１はＣ６～Ｃ２２の、直鎖若しくは分岐の、飽和若しくは不飽和のアルキル
であり；Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、およびＲ６はそれぞれ水素、メチル、ヒドロキシエチ
ル、ヒドロキシプロピルか、あるいはアルキルのいずれかであり；またはＲ２およびＲ３

、若しくはＲ４およびＲ５は窒素とともに６員までの複素環を形成し；またはＲ２および
Ｒ３、若しくはＲ４およびＲ５は一緒になって－ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２－基を形成
し；Ｒ７はＣ５～Ｃ２１の、直鎖若しくは分岐の、飽和若しくは不飽和のアルキルであり
；Ｒ８は水素若しくはメチルであり；ｗ、ｘ、およびｙはそれぞれ２～６の整数であり；
ｚは１～３０の整数であり；ｕは１以上の整数であり；並びにｖは２以上の整数である。
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）
からなる群から選択された少なくとも１の脂肪族アミン誘導体
を含んでいる軽質液体洗剤組成物に関する。
【００１４】
他の面では、本発明は、
　（ａ）少なくとも１の中和剤を水に添加して、溶液を形成すること、
　（ｂ）Ｃ６～Ｃ２２のアルキル基を有するアルキルベンゼンスルホン酸を溶液（ａ）に
添加すること、
　（ｃ）任意的に、マグネシウムイオン、カルシウムイオン、ヒドロトロープ、泡安定剤
、緩衝剤、染料、保存剤、芳香剤、フィラー、キレート剤、可溶化剤、抗刺激剤、防汚ポ
リマー、分散剤、増粘剤、殺菌剤、抗真菌剤、明色化剤、酵素、研磨剤、および防錆剤か
らなる群から選択された少なくとも１の追加の成分を溶液（ｂ）に添加すること、および
　（ｄ）

およびこれらの混合物
（ここで、Ｒ１はＣ６～Ｃ２２の、直鎖若しくは分岐の、飽和若しくは不飽和のアルキル
であり；Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、およびＲ６はそれぞれ水素、メチル、ヒドロキシエチ
ル、ヒドロキシプロピルか、あるいはアルキルのいずれかであり；またはＲ２およびＲ３

、若しくはＲ４およびＲ５は窒素とともに６員までの複素環を形成し；またはＲ２および
Ｒ３、若しくはＲ４およびＲ５は－ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２－基を一緒に形成し；Ｒ
７はＣ５～Ｃ２１の、直鎖若しくは分岐の、飽和若しくは不飽和のアルキルであり；Ｒ８



(10) JP 2008-516012 A 2008.5.15

10

20

30

40

50

は水素若しくはメチルであり；ｗ、ｘ、およびｙはそれぞれ２～６の整数であり；ｚは１
～３０の整数であり；ｕは１以上の整数であり；並びにｖは２以上の整数である。）
からなる群から選択された少なくとも１の脂肪族アミン誘導体を溶液（ｃ）に添加するこ
と
の段階を含んでいる軽質液体洗剤組成物の調製方法に関する。
【００１５】
さらに他の面では、本発明は、
　（ａ）
　　（i）Ｃ６～Ｃ２２のアルキル基を有するアルキルベンゼンスルホン酸塩を含んでい
るアニオン性基本界面活性剤配合物約５重量％～約５０重量％、および
　　（ii）

およびこれらの混合物
（ここで、Ｒ１はＣ６～Ｃ２２の、直鎖若しくは分岐の、飽和若しくは不飽和のアルキル
であり；Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、およびＲ６はそれぞれ水素、メチル、ヒドロキシエチ
ル、ヒドロキシプロピルか、あるいはアルキルのいずれかであり；またはＲ２およびＲ３

、若しくはＲ４およびＲ５は窒素とともに６員までの複素環を形成し；またはＲ２および
Ｒ３、若しくはＲ４およびＲ５は一緒になって－ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２－基を形成
し；Ｒ７はＣ５～Ｃ２１の、直鎖若しくは分岐の、飽和若しくは不飽和のアルキルであり
；Ｒ８は水素若しくはメチルであり；ｗ、ｘ、およびｙはそれぞれ２～６の整数であり；
ｚは１～３０の整数であり；ｕは１以上の整数であり；並びにｖは２以上の整数である。
）
からなる群から選択された少なくとも１の脂肪族アミン誘導体
を含んでいる軽質液体洗剤組成物の、洗浄に有効な量を硬質表面に施与すること、
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　（ｂ）該軽質液体洗剤組成物が汚れを落ち易くすることを許すこと、および
　（ｃ）該硬質表面をすすいで、落ち易くされた汚れおよび該軽質液体洗剤組成物の在り
うる残留量を除去すること
を含む、硬質表面から汚れを除去する方法に関する。
【００１６】
本発明はまたさらに、汚れた皿、または他の台所用品を洗う方法において、上述のＬＤＬ
組成物の有効な量が布、スポンジまたは同様の洗浄具上へと吸収され、該布、スポンジま
たは同様の洗浄具が各汚れた物品の表面に接触され、そして各汚れた物品が水ですすがれ
る上記方法に関する。「有効な量」とは、物品が適切に洗浄されたとその使用者が、自身
の習慣およびやり方に基づいて判断するのに十分な汚れを該物品の表面から除去するのに
十分な量を意味する。
【００１７】
本発明はさらに、汚れた物品を洗う方法において、本発明のＬＤＬ組成物の洗浄に有効な
量が水で希釈されて、希釈溶液が形成され、該汚れた物品のそれぞれが該希釈溶液中に浸
漬されそして該汚れた物品のそれぞれの表面が布、スポンジまたは同様の洗浄具に接触さ
れる方法か；あるいは本発明のＬＤＬ組成物の洗浄に有効な量が水で希釈されて、希釈溶
液が形成され、布、スポンジまたは同様の洗浄具がまず該希釈溶液中に浸漬されそして次
に該布、スポンジまたは同様の洗浄具が汚れた物品のそれぞれの表面に接触される方法に
関する。「有効な量」とは、物品が適切に洗浄されたとその使用者が、自身の習慣および
やり方に基づいて判断するのに十分な汚れを該物品の表面から除去するのに十分な量を意
味する。
【００１８】
さらなる目的、利点および新規な特徴は、以下に続く記載を検討すると、当業者には明ら
かだろう。
【００１９】
本明細書で使用される全ての部、百分率、および比は、他様に指定されない限り、重量パ
ーセントとして表現される。
【００２０】
Ｃ６～Ｃ２２のアルキル基を有する少なくとも１のアルキルベンゼンスルホン酸塩を含ん
でいるアニオン性基本界面活性剤配合物を、本発明は使用する。他のアニオン性界面活性
剤、たとえばアルファオレフィンスルホン酸塩（ＡＯＳ）、パラフィンスルホン酸塩（Ｐ
Ｓ）、第二級アルカンスルホン酸塩（ＳＡＳ）、脂肪族アルコール硫酸塩（ＦＡＳ）、ス
ルホン化脂肪酸若しくはそれらのエステル、またはこれらの混合物も、該ＬＤＬの洗浄ま
たは他の特性をさらに高めるために、本発明のアニオン性基本界面活性剤配合物の一部と
して使用されることができる。しかし、エーテル硫酸塩の添加は、該アルキルベンゼンス
ルホン酸塩の脱脂能力に拮抗作用を及ぼすことがあり、好ましくは本発明のＬＤＬ組成物
は実質的にエーテル硫酸塩を含まない。
【００２１】
好ましくは、アニオン性界面活性剤基本配合物は、約５％～約５０％、より好ましくは約
７％～約３０％に等しい量で存在する。該アルキルベンゼンスルホン酸塩は、直鎖かある
いは分岐であることができ、ナトリウム、マグネシウム、イソプロピルアミン、トリエタ
ノールアミン、またはカルシウムの塩の形をしていることができる。本発明の１の好まれ
る実施態様においては、該アルキルベンゼンスルホン酸塩は、マグネシウムかあるいはナ
トリウムの形をした直鎖ドデシルベンゼンスルホン酸塩である。
【００２２】
アニオン性かあるいは非イオン性の二次界面活性剤が、本発明のＬＤＬ組成物に添加され
てもよい。これらの二次界面活性剤は基本界面活性剤配合物の一部ではなく、多様な他の
増進用の理由、たとえば皮膚への改良された温和さ、泡の増加、泡の安定化および粘度の
調整のために添加される。たとえば、アルキルベンゼンスルホン酸塩は、硬水と使用され
ると、より低度に望ましい起泡外形を有し、皮膚から脂肪を取り除いて、皮膚を乾燥させ
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ひび割れし易くすることも知られている。典型的には、脱脂効果を低減し、硬水中におけ
る泡の増加を付与するために、二次界面活性剤は該ＬＤＬに添加されるだろう。好適な二
次界面活性剤の例は、ベタイン、アルカノールアミド、アミンオキシド、アルキルポリグ
ルコシド、脂肪酸グルカミド、および脂肪族アルカノールアミドを含む。しかし、アミン
オキシドは該アルキルベンゼンスルホン酸塩の脱脂能力に拮抗作用を及ぼすかも知れず、
好ましくは本発明のＬＤＬ組成物は実質的にアミンオキシドを含まない。
【００２３】
本発明はさらに、

およびこれらの混合物
（ここで、Ｒ１はＣ６～Ｃ２２の、直鎖若しくは分岐の、飽和若しくは不飽和のアルキル
であり；Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、およびＲ６はそれぞれ水素、メチル、ヒドロキシエチ
ル、ヒドロキシプロピルか、あるいはアルキルのいずれかであり；またはＲ２およびＲ３

、若しくはＲ４およびＲ５は窒素とともに６員までの複素環を形成し；またはＲ２および
Ｒ３、若しくはＲ４およびＲ５は一緒になって－ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２－基を形成
し；Ｒ７はＣ５～Ｃ２１の、直鎖若しくは分岐の、飽和若しくは不飽和のアルキルであり
；Ｒ８は水素若しくはメチルであり；ｗ、ｘ、およびｙはそれぞれ２～６の整数であり；
ｚは１～３０の整数であり；ｕは１以上の整数であり；並びにｖは２以上の整数である。
）
からなる群から選択された少なくとも１の脂肪族アミン誘導体を含んでいる。
【００２４】
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本明細書に記載された１以上の脂肪族アミン誘導体の添加は、驚いたことに油脂性のまた
は焼き付き汚れを除去するアルキルベンゼンスルホン酸塩の有効性を相乗的に高めること
が発見された。好ましくは、（１または複数の）脂肪族アミン誘導体は、該ＬＤＬ組成物
中に約０．１％～約１０％に等しい量、より好ましくは約０．１％～約５％に等しい量、
最も好ましくは約０．１％～約２％に等しい量で存在する。
【００２５】
エーテル硫酸塩かあるいはアミンオキシドまたは両者が、本発明に従うＬＤＬ組成物に添
加されるならば、エーテル硫酸塩若しくはアミンオキシドまたは両者の添加前のＬＤＬ組
成物と同等の洗浄性能を達成するために、焼き付き汚れを除去するアルキルベンゼンスル
ホン酸塩の能力にこれらの界面活性剤が及ぼすかも知れない何らかの拮抗作用に対抗する
ために、脂肪族アミン誘導体の量は増加されてもよい。
【００２６】
多価カチオン、特にマグネシウムイオンおよびナトリウムイオンの無機若しくは有機塩ま
たはオキシドをＬＤＬ組成物中に含める利点は、従来技術で周知である。しかし、このよ
うな組成物に使用されるマグネシウムイオンまたはナトリウムイオンの全量は、これらの
イオンは往々にして配合上の難点を引き起こしうるので、限定されなければならないこと
も同じように周知である。たとえば、市販のＬＤＬ製品中の典型的なマグネシウムイオン
含有量は、０．０４～０．４％に亘っている。本明細書に記載されたアニオン性界面活性
剤基本配合物への該脂肪族アミン誘導体の添加は、高められた洗浄を付与することに加え
て、思いがけないことにこのようなイオンを含めなくても効果的な洗浄を許す。しかし、
現在市販されているＬＤＬ組成物と比較されたときに洗浄有効性の何らの対応する喪失な
く、ＬＤＬ組成物中に使用されるイオン量の低減が図られうるという付加的な利益ととも
に洗浄特性をさらに高めるために、所望であれば、本発明のＬＤＬ組成物中にこれらのイ
オンはやはり含められてもよい。このようなイオンが添加されるならば、好ましくはマグ
ネシウムイオンが使用される。本発明の１の好まれる実施態様では、約０．０４％～約０
．２５％のレベルでマグネシウムイオンが添加される。マグネシウムイオンまたはナトリ
ウムイオンの好適な源の例は、塩、たとえば塩化物、硫酸塩、酢酸塩、硫化物、水酸化物
若しくは界面活性剤の対イオン、たとえばエーテル硫酸塩、アルキルベンゼン硫酸塩、ア
ルカノールアミドまたはこれらの組み合わせを含む。
【００２７】
本発明の組成物中に含有されている界面活性剤の溶解度を増加するために、任意的にヒド
ロトロープ剤およびカップリング剤がその中に含められてもよい。本発明に使用するのに
適したヒドロトロープ剤およびカップリング剤の例は、キシレンスルホン酸ナトリウム、
クメンスルホン酸ナトリウム、トルエンスルホン酸ナトリウム、エタノール、イソプロパ
ノール、プロピレングリコール、ポリエチレングリコールまたはこれらの混合物を含む。
【００２８】
アルキルベンゼンスルホン酸を中和するために、配合物のｐＨを調節して洗浄性能を最適
化するために、または人の皮膚により温和と考えられる範囲にｐＨを調節ために、任意的
に緩衝剤および中和剤も記載された組成物に添加されてもよい。本発明に使用するのに適
した緩衝剤および中和剤の例は、尿素、アンモニア、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム
、クエン酸、硫酸、塩化水素酸、アルカノールアミン、およびエタノールアミンを含む。
本発明品のｐＨは約５～約１２であることが好まれる。より好ましくは、本発明品のｐＨ
は約７．５～約９．５である。
【００２９】
上記の成分に追加して、本発明品は任意的におよび好ましくは、全体としての製品性能お
よび外観を改良するのに役立つ１以上の付加成分を含有することができる。これらは、染
料、保存剤、芳香剤、キレート剤、可溶化剤、防汚ポリマー、抗刺激剤、分散剤、増粘剤
、殺菌剤、抗真菌剤、明色化剤、酵素、研磨剤、および防錆剤を包含する。従来技術で知
られる任意の慣用付加成分は、本発明に使用するのに適している。好適な保存剤の例は、
ホルムアルデヒド、グルタルアルデヒド、エタノール、安息香酸、カトン（ｋａｔｈｏｎ
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キシ安息香酸を含む。追加の洗浄性能を付与するために、アルコールエトキシル化物およ
び脂肪酸エトキシル化物も付加物として添加されることができる。
【００３０】
本発明のＬＤＬ組成物を製造する際に、その成分が特定の順序で添加されたときにのみ、
改良された洗浄性能が示される。より具体的には、脂肪族アミン誘導体は、中和パッケー
ジの一部として（すなわち、中和剤とともに）添加されることができない。本発明品の１
の好まれる製造方法では、少なくとも１の中和剤が水に最初に添加されて、溶液を形成す
る。Ｃ６～Ｃ２２のアルキル基を有するアルキルベンゼンスルホン酸が該溶液に添加され
る。エトキシル化エーテル硫酸塩かあるいはエトキシル化アミドが使用されるならば、こ
れらの成分は、該溶液が約ｐＨ６以上にあるときにのみ添加されなければならない。とい
うのは、エトキシル化エーテル硫酸塩は、これより低いｐＨ値においては直ちに加水分解
するだろうからである。ｐＨを適当な値に調節するために、これらの成分の前に緩衝剤が
添加される必要があるかも知れない。任意的な追加の成分、たとえばマグネシウムイオン
若しくはカルシウムイオン、ヒドロトロープ、泡安定剤、または緩衝剤が次に添加される
。任意の付加物、たとえば上記のものが使用されるならば、これらもこの時点で添加され
る。それから、１以上の脂肪族アミン誘導体が添加される。最後に、粘度およびｐＨにつ
いて微調整が行われる。
【００３１】
消費者の多様な洗い方法に使用されたときに、本発明品はその改良された洗浄能力を維持
する。これらの方法は、たとえば以下の消費者の典型的な慣行を包含する。
　（１）　洗われるべき物品の上に直接に、または洗浄具（スポンジ、ブラシ、ぼろきれ
等）の上にＬＤＬを置き、該洗浄具で該物品を洗うこと、
　（２）　たらい、流しまたはつぼに水を入れ、ＬＤＬを加え、洗われるべき１または複
数の物品を該たらい、流しまたはつぼに沈め、それから洗浄具で洗うこと、
　（３）　容器、たとえば水ばちまたはボウルにＬＤＬを加え、該ボウルに水を入れ、該
容器に収納された溶液を使用して物品を洗うこと、
【００３２】
以下の実施例は、記載された本発明の軽質液状組成物を例証する。これらの実施例は例示
であり、本発明の範囲を限定しない。全ての実施例において、セラミックのタイルが普通
の台所型の汚れ、たとえばラード、油、小麦粉および牛乳で汚され、そして焼かれた。機
械によるこすり洗い試験が実施される前および後の両方の分光光度計の示度によって、汚
れ除去パーセントが測定された。
【実施例１】
【００３３】
以下の軽質液状組成物が調製された。
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【００３４】
中和剤、たとえば水酸化ナトリウム約２重量％が水に添加された。ドデシルベンゼンスル
ホン酸が完全に溶液である限度までゆっくりと添加された。上記の他の成分が列記された
順序で添加された。上の配合物にキシレンスルホン酸ナトリウムを使用することによって
、最終粘度が３００～４００ｃｐｓになるまで粘度の調整が行われた。ｐＨが検査され、
必要に応じて調整された。
【００３５】
実施例１に示されたように、ｐＨ６～９では焼かれた台所油脂を除去する基本配合物Ａの
能力は非常に限定されているが、配合物のｐＨが１０以上であると２０％だけ増加する。
これより高いｐＨ値では、さらなる増加は見られない。本発明に従う、処方Ｃにおけるエ
トキシル化（２）タローアルキルアミン１％の添加は、４０％の増加をもたらした。脂肪
族アミン誘導体のエチレンオキシド含有量のさらなる増加は、焼き付いた台所汚れの除去
の同じ向上を示さなかった。
【実施例２】
【００３６】
以下の軽質液状組成物が調製された。
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【００３７】
中和剤、たとえば水酸化ナトリウム約２重量％が水に添加された。ドデシルベンゼンスル
ホン酸が完全に溶解される限度まで添加された。それから、残りの成分が上に列記された
順序で添加された。キシレンスルホン酸ナトリウムを使用することによって、３００～４
００ｃｐｓの最終粘度が達成されるまで粘度が調整された。ｐＨが検査され、必要であれ
ば約８．５に調整された。
【００３８】
実施例２に見られるように、ドデシルベンゼンスルホン酸塩処方物へのマグネシウムイオ
ンの添加は、洗浄の劇的な増加をもたらす。ＤＤＢＳＡとともにマグネシウムイオン０．
３％レベルにおいて、汚れの除去は大きいが、マグネシウムが０．１５％へ減少すると２
０％だけ落ちる。ラウレス（２）硫酸ナトリウムが配合物に添加されると、さらなる減少
が見られる。しかし、本発明に記載された、各配合物への脂肪族アミン誘導体１％の添加
は、マグネシウムイオン０．３％においてさえ、汚れ除去の統計的に有意な増加をもたら
す。上の処方Ｌに見られるように、脂肪族アミン誘導体単独だけでは洗浄は起きない。
【実施例３】
【００３９】
以下の軽質液状組成物が調製された。
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【００４０】
水酸化ナトリウム約２重量％が水に添加された。ドデシルベンゼンスルホン酸が完全に溶
液である限度までゆっくりと添加された。上記の他の成分が列記された順序で添加された
。上の配合物にキシレンスルホン酸ナトリウムを使用することによって、３００～４００
ｃｐｓの最終粘度が達成されるまで粘度が調整された。ｐＨが検査され、必要であれば約
８．５に調整された。
【００４１】
マグネシウムの０．０６％への低減およびラウレス（３）硫酸ナトリウムの増加は、実施
例２の処方Ｈと比較して洗浄性能のさらなる低下を示す。本発明に従う、処方Ｍへの脂肪
族アミン誘導体の添加は、焼き付いた台所汚れの除去の有意な増加をもたらす。
【実施例４】
【００４２】
脂肪族アミン誘導体が中和パッケージの一部として添加されたことを除いて、実施例３の
配合物Ｏについてと同じ成分を使用しておよび同じ量で、配合物Ｐが調製された。
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【００４３】
上に示されたように、実施例３の処方Ｏと比較されると、処方Ｐには洗浄の有意な低下が
ある。
【実施例５】
【００４４】
以下の成分、すなわちラウレス硫酸ナトリウム、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム
、アミンオキシド、スルホン化メチルエステル、および他の少量成分に基づく市販のＬＤ
Ｌ組成物に、脂肪族アミン誘導体が添加された。該処方はマグネシウムイオン含有量約０
．３６％を有する。
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【００４５】
本明細書に記載された各種の脂肪族アミン誘導体の添加によって、配合物Ｓ～Ｘは全て、
焼き付いた台所汚れの除去の有意な増加を示す。
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